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はしがき
"お くて"(=思 春期遅発 症)で あれ ば最 終身長 については 良好な予後が期待 できるが 、思春期

を迎えなけれ ば診断ができない。したがって、もし思春 期前に思春期 開始 時期を予測 して思春期

遅 発症の診 断ができれ ば患者にとっては朗 報である。また思春期 開始 時の 身長に思春期 平均

獲得身長を加算すれ ば最 終身長 の予測 ができるので、患者の治 療方針を考 える上 で思春期 開

始がいつ頃になるかは有用な情報である。このように低身長の診療 において思 春期開始時期の

予測 はとても重要なことである。しか しなが ら現在 われ われ は思春期前 に思春期 開始 時期を推

測する手段を持っていない。

思春期発現 の 内分 泌環境を考 えてみると血 中性ステロイドの上昇 に特徴 付けられ る二次 性徴

の出現(思 春期 発 来)は 、視床 下部 か ら分 泌される性 腺 刺激 ホルモン放 出ホルモン(GnRH:

Gonadotropinreleasinghormone)の 上 昇 に呼 応 した性 腺 刺 激 ホ ル モン(LH;luteinizing

hormoneとFSH;fblliclestimulatinghormone)の 分 泌元進 によって引き起 こされる。しかしこ

の分泌n進 時期 がどのような遺伝 的機構で制 御され ているか は明らかではない。一方 、思春期

発現 時期 が早い、あるいは遅いという主訴で来院 した小児 において、親 の思 春期発現 時期と患

児のそれが比較 的一致 していることはしば しば経験することである。すなわち思春期発現 時期 は、

何 らかの遺伝 的な制御 を受けている可能性 が高 いと考 えられる。

そこでわ れわれ は視 床下部一 下垂体一 性腺 系において、その反応性 が思 春期 に劇 的に変動

する各種ホルモンの 受容体 、すなわちGnRH(Gonadotropin・releasinghormone)受 容 体 、

LHICG(luteinizinghormonelchorionicgonadotropin)受 容 体 及 びFSH(fbllicle

stimulatinghormone)受 容体をcodeす る遺伝子 の多型を解析することによって思春期発現 時

期を規定している遺 伝的条件を明らかにすることを計画 した。
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